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　第6回　〈人類〉について考えてみる

　齋藤亜矢 × 吉岡 洋　（進行　吉冨真知子）

吉冨　皆さん、こんにちは。本日は「吉岡洋とゲストによる哲学とアートのた
めの12の対話 2024 土曜の放課後」にお運びいただきありがとうございます。
昨年、室井尚先生と吉岡洋先生の対談としてスタートしたこの「12の対話」は、
残念ながら室井先生がお亡くなりになり、その後、遺されたテキストをもとに
吉岡先生にお話いただく会となりました。
　そして、それを引き継いで本年、土曜の放課後がスタートいたしました。
この講座は5人のゲストをお招きして、吉岡先生と対談をするゲスト対話の
会と、別の日に会場の皆さんとそれについて語り合う話す会の2種類の講座
で構成されております。本日は第3回目のゲスト対話の会ということで、チン
パンジーの描画についての研究で有名な霊長類学者、認知科学者の齋藤
亜矢先生にお越しいただきました。
　前半60分は吉岡先生との対談、休憩を挟みまして、その後会場の皆さん
との質疑応答として進めさせていただきたいと思います。それでは吉岡先生、
齋藤先生のご紹介からお願いします。

吉岡　皆さん、お越しいただきありがとうございます。これが今年度のゲスト
を招いた対話の3回目ということになります。これまでの2回は、僕より年上
の男性ゲスト、また分野的にも人文社会科学系の方をお迎えしたんですけ
れども、今回は僕よりも世代的にはかなり若い女性で、また霊長類と認知科
学との横断的な研究をされている齋藤亜矢さんをお迎えしました。チンパン
ジーの行動観察をしながら、それを通して人類とは何か、人間とは何かを探
究して来られた方です。具体的には、例えば「絵を描く」というのはいった
いどういう行為なのか、そもそも人間はなんで絵を描くのかという問題です。
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もちろん動物も絵を描く、チンパンジーだけじゃなくて、ゾウも絵を描いたりし
ますよね。ただそういう外見、絵を描くという動作は確かに似ているんだけれ
ども、根本的に人間とは違うところがある。動物の描画行動は人間のそれと
どこが違うのかとかいうことを通して、逆に我々自身は何者なのか、人類と
は何かということを問いかけてこられました。
　彼女は僕とは現在どんな関わりがあるかというと、僕は2年ちょっと前に京
都大学を退職してから京都芸術大学文明哲学研究所というところに所属し
ているのですが、齋藤さんはすでに8年ぐらい前からそこに勤務されている、
職場では先輩です。まあ同僚ですね。
　齋藤さんのご経歴は非常にユニークで、学歴としては最初は理学部を卒
業され、次に医学研究科の修士課程に行かれて、そこを出てからお医者さん
になるんじゃなくて、東京藝術大学に行かれた。かなり異なった分野を渡り
歩きながら、というふうに周りからは見えるんですけれども、本人としては全
く一貫した関心に導かれてやってきたとお聞きしています。
　その一貫した関心とは何なのかということについて、今日も最初の20分か
ら25分ぐらい、スライドを使いながらレクチャーをしていただいて、それが終
わった後、僕と20分程度やりとりをしたいと思います。その後いつものように
休憩を挟んで、皆さんからもご意見とか質問をいただく予定にしています。
それではよろしくお願いします。

齋藤　皆さん、こんにちは。今日はお招きいただきありがとうございます。ご
紹介していただいたように、私はちょっと変わった経歴で、安藤さんとちょっ
と近いというお話もあるんですが、室井先生ともつながりというか、面識はないん
ですけど、水戸一高という高校の先輩なんです。なので、なんとなくご縁を
感じながら、こちらに来させていただきました。研究テーマは芸術する心が
なぜ生まれたのかということです。その辺りのことは多分、美学の領域で散々
議論されている、それこそ吉岡先生もご専門だと思うんですけど、私の場合は、
自分のルーツでもあるサイエンスの視点、特に進化という視点から「なん
で？」っていうのを考えています。芸術する心がなんで生まれたのかとか、子
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どもの絵の発達過程でどう育っていくのか。あるいはデッサンが苦手な人も
多いと思うんですけど、目ではちゃんと見えてるのになんで描けないのか、
感動するってどういうことか、創造性って何だろうとか、たくさんの問いがあ
ります。最近は考古学とか人類学の人と共同のプロジェクトにも参加していて、
一応、認知科学を専門と言いつつ、あんまり学問の枠にはとらわれずに芸術
する心について考えています。
　今日は人類についてということですが、皆さん、頭の中にどんな人類を浮
かべてらっしゃるでしょうか。隣の人は「人類」だと思っていると思うんです
けど、こちらの皆さん、全部人類です〔スライド提示〕。左から右に向かってだん
だん新しい時代で、一番右側にいるのがホモ・サピエンスになります。猿人
とか原人と言われていた時代から、こんなふうにいろんな人類が誕生しては
滅びていくことが繰り返されてきました。ホモ・エレクトスの辺りからなんと
なく親近感が湧いて、それ以前の猿人とかだと意思疎通するの難しそうだな
とか、隣の席にいたらちょっと戸惑うなとか思うんですけど。

吉岡　この図では、ホモエレクトスは僕らホモサピエンスより背が高いように
描いてあるけど、それは化石的証拠からそうなるの？

齋藤　スケールはあんまり正確じゃないかもしれないですけど、ホモ・エレク
トスの辺りから完全に地上生活が始まったと言われています。エレクトスと
いうのが立つという意味なので。それ以前の人類は木の上での生活も続け
ながらだったんですけど、ここで結構大きな変化が起こると言われていますね。

吉岡　なるほど。

齋藤　系統樹で見るとこんな感じです〔スライド提示〕。左から右に向かって
新しい時代になりますが、枝分かれがたくさんあって、ほとんどが途中で止まっ
ているのは絶滅しているということです。そして今生きている人は、どの国の
人もすべてがホモ・サピエンスという一つの種です。人類の中でもやっぱり
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図1　https://commons.wikipedia.org/wiki/File:Hominoidea_lineage.svg

ホモ・サピエンスが「私たち」という感じがしますね。
　芸術の起源、アートの起源について考えていても、人類の中でアートの痕
跡が残っているのは基本的にホモ・サピエンスだけです。ネアンデルタール
人がちょっと怪しいところはあって、顔料を使ってたとか、簡単な装飾を作っ
ていたという話もあるんですけど、基本的には絵を描いたりする、いわゆるアー
トを始めたのはホモ・サピエンスだとされています。
　じゃあなぜホモ・サピエンスだけがアートを始めたのか。他の人類と何が
違うのかを本当は調べたいんですけど、かれらは絶滅してるので、今生きて
る中で一番ヒトに近い種であるチンパンジーに絵を描いたりしてもらっています。
　こちら〔図1〕が、ヒト科と呼ばれる動物の種の中の系統樹になりますが、下
から上に時代が流れています。ヒト科の中では最初にオランウータンが分か
れて、ゴリラが分かれて、チンパンジーが分かれて。この青い枝分かれのと
ころがさっき見ていただいた人類の系統樹のあたりですね。その枝分かれ
の先端にホモ・サピエンスがいる、そんな図になってます。なのでたまに誤
解されてしまうんですけど、チンパンジーからヒトが進化したわけではないん
です。チンパンジーとヒトの共通祖先が600万年ぐらい前にいて、そこからそ
れぞれが独自の進化の道筋を歩いてきたので、祖先ではありません。でも比
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較して共通の部分はその祖先も持っていた古い特徴だとわかりますし、違う
部分はそれぞれが独自の進化の道筋で身につけた特徴だとわかるので、種
の間で比較するのが比較認知科学や霊長類学の手法でもあります。
　じゃあヒト（人類）に特徴的なことって何か。他の動物とヒトが違うことって、
いっぱい挙げられると思うんですけど、まずはやっぱり脳の大きさです。これ
は脊椎動物のいろんな種の脳を比較した図ですけど〔スライド提示〕、ヒトに
近いほど脳が大きく、爬虫類のワニなどは体のわりに脳がかなり小さいのが
わかります。まず脳が大型化したのが哺乳類で、その哺乳類の中でも霊長類
は特に脳が大きくなった。さらにその中でもヒトの脳は巨大化した。そんな進
化の特徴がヒトの独自性を支えています。
　じゃあなんで脳が大きくなったのか。いろんなことが複雑に絡み合っているん
ですけど、まず皆さんがふだん脳をよく使うことってなんだろうって考えると、
いろいろな悩みごとって大抵、人間関係だったりしますよね。一般的に、群
れのサイズが大きくなればなるほど脳が大きいことがわかっています。社会
性の高い哺乳類は脳が大きくて、例えばゾウとかイルカの脳は大きいわけで
す。霊長類の中で比較しても群れのサイズが大きいサルの仲間ほど大脳新
皮質の比率が大きいという比例関係があります。逆に比例関係のグラフから、
ヒトの新皮質の比率から、ヒトの群れのサイズを逆算することができます。そ
うするとだいたい150人ぐらいという答えになるので、ホモ・サピエンスは当
初150人くらいの集団で暮らしてたんじゃないかと言われてます。
　つまり人間は、脳が大きい社会的な動物だってことですね。でも、それだ
け脳が大きく進化しているのに、なぜ毎日苦しいのか。将来のことを不安に
思ったり、最近だと同調圧力の問題とか、過剰な炎上とかも起こります。ある
いは自殺や戦争がなくならない問題もあります。脳が発達して社会的な知性
を得たはずなのに、なぜこんな問題を今だに抱えてるんだろうということです。
実はそれも、進化の過程で得た人間ならではの特徴が関わっているんじゃな
いかと考えています。
　まず、その苦悩の要因の話を前半でちょっとして、後半はもう少し希望の
ある話にしようかなと思います。
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図2

　最近、同調圧力とか過剰な炎上とか、どんどん強くなってるような気がしま
すよね。そのことに関連するかもしれない話を最初にご紹介したいと思います。
　これは有名な図で、結構昔の研究ですが、あなたはどちらに似ていますか〔図
2〕。多分右かと思いますが、左がチンパンジーの大人で、右がチンパンジー
の子どもです。ヒトはチンパンジーの大人よりも子どもに似ているんですね。
さらに、猿人、原人、新人といわれるアウストラロピテクス、ホモ・エレクトス、
ホモ・サピエンスの並びでみても、だんだん頭蓋骨の形が丸くなってるのが
わかると思います。祖先種の子どもの特徴に近いということは、成長しない方
向に進化した「幼形進化」といわれる特徴です。つまり、ホモ・サピエンスは
子どもっぽい。頭蓋骨だけじゃなくてその中身である脳に関しても、脳の可塑
性が長く続いて、思春期を越えても新しいことを学んだり、遊んだりするのも、
人間ならではの特徴だったりします。ドーパミン受容体の遺伝子の違いから、
ヒトに近い種ほど好奇心が強いことがわかっていますが、人間が子どもっぽく
遊び好きであることがアートの誕生にも深く関わっていると考えています。

　じゃあなぜ幼形進化が起こったのか。他の動物でも幼形進化が起こった
例があって、ブタとかイヌとかネコとかが知られています。たとえば、イノシ
シに比べたら、ブタの方が子どもっぽいし、オオカミに比べたらイヌの方が子
どもっぽい。基本的に家畜動物に幼形進化の特徴がよく現れます。というこ
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とは、人類が幼形進化したのも、自分を家畜化したからじゃないかというのが、
自己家畜化の説です。
　自己家畜化というのがちょっと強い言葉なので違和感があるかもしれません
が、そんなにネガティブな意味ではないんです。家畜化と幼形進化が関わっ
ていることは、こんな実験からも確認されています。ロシアでギンギツネを飼
い続けて、反応的攻撃性が低い個体同士を掛け合わせた結果、幼形進化が
進み、イヌのように見た目の穏やかなキツネになった。家畜化された動物の
特徴として、遊び好きということのほか、いろんな特徴が確かめられたんで
すね。攻撃性が低い個体同士を掛け合わせるだけで、家畜化が進んで幼形
進化の特徴が現れるということは、人類の進化の過程でもそういうことが起こっ
たんじゃないかと。ヒトは木から降りて乾燥した土地で地上生活を始めてから、
協力して狩りをしたり、大きな集団を持つようになったんですね。大きな集
団の中で反社会的な行動をする人がいると、その集団を維持できなくなっちゃ
うんで、そういう人たちを排除する力がはたらいたんじゃないか、その結果、
攻撃性が低い人達だけが生き延びたんじゃないかと。だからヒトは社会規
範に敏感で、集団の中でルールを逸脱するようなやつはけしからんという気
持ちが強くはたらくのではないのかということです。
　現代の同調圧力だとか炎上問題だとかも、そこに関連しているのかなと思っ
ています。人には本能的に正義感があるようで、悪いことをしている人や意
地悪な人を見ると、罰するべきだと感じるのもかなり古くからある感情のよう
です。さっきお話しした150人ぐらいの集団であれば、ちょっと悪いことをす
る人、たとえば不倫をした人がいたりしたときに、その人が悪いってみんな
で言うことに抑制的な意味があったと思うんですけど、今の時代、SNSやイン
ターネットが急速に発達したので、何万人もの人が正義感を発揮して、あい
つは悪いと声を上げることができてしまうけど、ほんとうは必要ないはずです
よね。でも、進化の過程で培われた心の仕組みが、そういう気持ちにさせて
しまうんじゃないかなと思っています。
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図3 図4

　結構ゆっくりしゃべったので後半飛ばします。ここまでが進化の過程でヒト
が背負ってしまった十字架じゃないですけど、ちょっとネガティブな側面でした。
じゃあそれを打開するのは何かというと、やっぱりアートかなと思っています。
　アートの起源について、こっちが私の本業ではあるんですが、なぜヒトが絵
を描くことを始めたのか。一番古い痕跡は旧石器時代の洞窟壁画です。最
古と言ってもすでに完成された表現なので、多分これよりももっと古い時代
から絵を描くことは何かしらおこなっていたんじゃないかなとは思っています。
　じゃあなぜ描くのか、チンパンジーに絵を描いてもらうことで考えてみようと
いうことで、こちらは旧京都大学霊長類研究所のチンパンジーのアイです〔図3〕。
こんなふうに絵筆を持って、器用に動かして絵を描きます。特別なトレーニン
グをしたわけではないし、芸として描かせてるわけではないので、絵を描い
たらご褒美に何か食べものをあげるわけではないんですけど、自分で筆を
動かして跡が残るのが面白いっていう感じで描いてくれます。終わると筆を
返してくれて、これが出来上がった作品ですね〔図4〕。こちらも全部アイが
描いた作品です。この中に人間の抽象画家の絵を紛れ込ませたりすること
があるんですけど、それでも気付かれなかったり、なかなか良いものもありま
す。それぞれに画風もあって、アイはくねくねのランダムな曲線の感じでし
たけど、例えばパンというチンパンジーは色ごとに塗り分けて、しかも丁寧
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図5

図7

図6

図8

に短い線を並べるように描きます。ほかにも点描しか描かないチンパンジー
もいて、それぞれの画風、つまりこういうふうに描きたいっていうようなもの
があったりします。
　だけど、見ていただいてわかるように、抽象画なんですね。基本的には具
象的なものを描くことはしないので、それがなぜかがわかれば、なぜヒトが絵
を描くのかがわかるんじゃないかっていうことで、こんな実験をしました。チン
パンジーの顔のイラストから右目を消しておいて、チンパンジーが足りない
右目を補って描き入れるのかっていう実験です〔図5〕。実際には左目がな
いとか、両目がないとかいろいろやっています。まずアイですが、今右目が
ない絵に、あんまり関係ないって感じでなぐり描きしてます〔図6〕。次はポポ。
右目がないけど描かれてある左目を塗りつぶすんです。でも、ない右目には
何もしない〔図7〕。3人目はパンで、のっぺらぼうタイプのイラストです。親
指を器用に扱って輪郭の線をなぞっていて、この中にちょっと点でも描きこ
めば目になるのになと思うんですけど、それはしないんですね〔図8〕。
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図9

　じゃあ、同じ実験をヒトでやってみるとどうか〔図9〕。最初の子はアイと一
緒なんですね。1歳後半では、顔があるよっていう感じで、なぐりがきを重ねて、
目がないことは気にしない。2歳前半のお子さんになると、さっきのポポと同
じパターンで描かれてある左目を塗りつぶしたり、口の辺りを塗りつぶしたり
するけど、ない右目には何もしない。そして2歳後半ぐらいになると「あ、目
がない」と言って、ない目を描き入れるようになるんです。今のは、顔の輪
郭のようなわかりやすい手がかりですけど、普段白紙にはなぐり描きをして
いる時期の子でも、例えば線が2本あると、「線路」と言って横線を描き足し
たり、丸が描いてあると「アンパンマン」と言って目を描き入れたりします。

　考えてみると、絵を描くっていうことは、描いた線にいろんなものを見立て
ているから、そう見えるってことなんですね。見立ての想像力のことをパレイ
ドリアと言いますが、それが鍵になってるんじゃないかとわかってきました。
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図10

　そういう視点で見に行くと、このパレイドリアの証拠が旧石器時代の洞窟
壁画にもあるんです〔図10〕。これはアルタミラで、スクリーンだと平面に描
かれてるように見えちゃうんですけど、実際の洞窟は岩がでこぼこの3次元
です。これは天井部分なのですが、岩の凹凸ひとつひとつにバイソンが描か
れていたり、岩の亀裂の一部を輪郭に使ったりしているのがわかります。こ
の時代の人たちも、でこぼこした岩の膨らみにバイソンを見立てて、そこに線
を描き足していた証拠があったんです。

　じゃあ、なぜヒトは見立ての想像力（パレイドリア）の能力を身に付けた
のか？　さっきご覧いただいたように、ヒトでも初めからない目を補っていた
わけじゃなくて、アイパターン、ポポパターンなど、描かれてある部分に線を
重ねる時期があって、2歳後半以降に、ない目を描き入れるという大きな分
かれ目がありました。
　じゃあこの2歳後半に起こるヒトの心の大きな変化、認知機能の発達には
何があるか。子育てをされている方は思いあたるかもしれませんが、この時
期は、言葉、語彙が爆発的に増える時期なんですね。言葉の世界に馴染ん
でいく時期にパレイドリアの能力が生まれていくんじゃないかと考えています。
それがどういうことなのか、ちょっとだけ説明しますと、言葉を持ったことで、
ヒトは目に入ったものを、あれは何、これは何と言葉で分けて捉えようとする。
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図11

齋藤亜矢『ルビンのツボ：芸術する心と体』岩波書店

絵：黒田征太郎

その方が効率的に記憶も伝達もできるわけですね。たとえば、これは何です
か〔いろんな種類のネコのスライド提示〕？　ネコですね。いま「ネコ」という同
じものと捉えていますが、ほんとはそれぞれ色も違うし、形も違うし、顔つきも
違います。でも「あれは何？」って尋ねた時に大人が「ネコ」って答えるもの
に共通する特徴、丸い顔、三角の耳とか、そういう対象についての一連の知
識のことをスキーマと言うんですけど、それを抽出して言葉と結びつけて覚
えていくんです。つまり言葉を持ったことでヒトの物の捉え方が変化して、例
えばこういうもの〔ネコ型の雲のスライド提示〕を見た時に、なにかモフモフし
てるし、上に三角の耳みたいなのがあるなと認識して、ネコのような形をし
た雲というパレイドリアが起こる。つまり言葉を持ったことで、とりあえず、あ
れは何、これは何、と世界にラベルをつけて分類していく。物の見方の癖が
パレイドリアの特性を生んで、アートを生み出したんじゃないかと考えていま
す。
　ただ、そういうふうに何かとして分類していくことは、息苦しさも生みます。
固定観念や枠組みを作ることでもあるからです。そのおかげで効率的に思考
したり伝達したりできる一方で、息苦しさみたいなものを生んでしまう。じゃあ
それを打開できるのは何かっていうと、アートなんじゃないかなと思っています。
　これはルビンの壺っていう、白い部分（図）を見ると壺に見えて、周り（地）
を見ると人の顔に見えるっていう図で、このタイトルで本を書いた時に、挿画
としてイラストレーターの黒田征太郞さんが描いてくれたものです〔図11〕。
このように、いま何かとして見えてるものの見え方をがらりと変えることがで
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きるのがアートの一つの力ではないかと思っています。
　というわけで、ちょっと長くなっちゃいましたが、人類について考えるきっ
かけと自己紹介として、とりあえずここまでにしたいと思います。

吉岡　ありがとうございました。今日のお話は前半、後半と分かれていて、
前半が我々人類が今日共通に直面している問題を進化という視点から見た
時の話、後半は芸術に焦点を当てた話だったと思います。
　「自己家畜化」というのは時々耳にするタームで、確かに先ほど指摘され
たように、何か価値付けをもって言及されることも多いですね。家畜化という
と、なんかダメなこと、野生が堕落したみたいにネガティブに受け取る人も
多いと思う。けれども、今日のお話の文脈では、家畜化だからいけないとい
うことではなくて、我々がこのような脳、このような行動を進化させてきたの
かを説明するには、集団の中で勝手なことをする奴を排除していかなければ
ならなかった。つまり、人間が家畜やペットを品種改良という名目で人為的
に進化させるプロセスで、なるべく攻撃性のあるものを排除していったら、結
果として子供のような特徴を持つような、いわば人畜無害というか、そういう
ものに近づいていく、それが人類自身に対しても行われたという意味ですね。
　これは、だから、我々ホモ・サピエンスが今のように生存できる一つの条
件でもあるわけですよね。

齋藤　そうですね。大きな集団を維持していくのに。

吉岡　にも関わらず、逆説的にそういったその同じメカニズムが同調圧力で
あるとか、ちょっと変わった人の排除とか、攻撃性とかとしても現れる。攻撃
性を除去したつもりなのに、別の形の攻撃性がそこにもう一回出てきてしまう。
極端な場合には深刻な社会問題であるとか、戦争とか、そういったものにも
関わってくるという話だと思います。
　そこには、文化や文明を何らかの科学的な視点から語る時に、ともすると陥っ
てしまうというか、誤解されやすい面が含まれていると思うんです。最後に
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紹介されたルビンの壺みたいに、同じ事柄を両面から見ているってことが常
に起こっている。家畜化だからいけないわけじゃないし、だからといって無
制限に家畜化すればいいのかというとそうでもないと。文明化は確かに人間
の自己家畜化だけど、それが進んでいく中にも、逆説的に、反対の方向のも
のも常に生まれている。
　芸術の世界なんてまさにそうだと思うんです。今日言われた芸術的な描
画の進化というのは、具象的表現ということを一つのモデルにして考えてい
るけど、今現在「アート」という言葉で一括して呼ばれている表現活動には、
具象性だけではなくて、むしろ具象性を破壊する抽象という方向性もあります。
秩序の破壊、野生への回帰のようなことに価値が置かれたりする。例えばさっ
きの、チンパンジーの片目がないイラストに何か描くという課題を、現代美術
の教室でやったら、足りない目を書き込んだ学生を先生が褒めるかっていうと、
そんな当たり前のものはつまらないと言うよね。かえってぐちゃぐちゃに描い
ている方が面白いじゃないかって言うかもしれない。つまり家畜化っていう
のは、同時に脱家畜化、野生への憧れみたいなものも内包していて、その両
方の力がぶつかり合う場所が文明だと思います。芸術だけじゃなくて社会生
活の中でも、最近の人間は皆ルールを遵守して、なんかおとなしい家畜みた
いなやつばかりで、なんか規格外れのやつが少なくて面白くないなんて言う
人がいると、僕たちは共感を覚えたりする。でもそういうことが言えるのは家
畜化の結果なんですよね。

齋藤　家畜という言葉自体もなんかすごい嫌な感じがするんですけど、やっ
ぱり自己家畜化という言葉が強いというのがあって。でも実は結構自然界で
人間以外にもも自己家畜化は起こっていて、たとえばチンパンジーに比べる
とボノボの方が自己家畜化されているんです。なぜかというと、ボノボが住ん
でいるのは結構豊かな森で、競争しなくても食べ物がたくさんあるんです。そ
うすると別に食べ物で争う必要がないので、攻撃性が低い個体が生き延び
てきたのではないかと。それでボノボの方がちょっと子どもっぽい特徴を持っ
ている、幼形進化をしていると考えられています。
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　あと最近ではゾウとかイルカとか、知性が高いと言われる動物もやっぱり
幼形進化的な特徴があるのではないかと。それは必ずしも集団を維持する
ために悪いやつを積極的に排除していっただけじゃなく、いいことをする、
社会性のある行動をするとモテるみたいなポジティブな面からセレクション
がかかることもあったんじゃないかとか。その辺はまだはっきりわかってないん
ですけど、家畜化っていう言葉の強さとは違う話です。幼形進化は、現象と
しては、おそらく遺伝子の中の成長を調整する部分、発達を制御するような
部分に変異が起こるっていうことなんですよね。なにか新しい器官を作る設
計図の遺伝子じゃなくて、調節領域に変異が起こることで、発達を途中で止
めちゃうとか、発達がゆっくりになるようなことなんで、そんなに特殊なことで
はないみたいで。（吉岡　至る所で起こっている。）そうですね。それがだん
だんわかってきています。

吉岡　面白いですね。ボノボの場合には環境が恵まれていたというか、ボノ
ボの社会の中でのある種の淘汰がかかってそうなったというよりは、恵まれ
ていたから争う必要がなかった、生活している環境がボノボを幼形に進化さ
せたということですか。（齋藤　争う必要がなかった。）争う必要がない……
ボノボは一時なんかよく取り上げられていましたよね。最近それほどでもな
いけど。テレビ番組とかでもよく昔ね、観たことがありますけどね。

齋藤　チンパンジーよりヒトに近いみたいな感じで。

吉岡　そうそう、なんか共感能力があるとか、それから他人の感情を推論す
る力がすごく高いとか言われて、本当に普通の人が見ても感動するようなシーン
を紹介したりしていましたよね。

齋藤　そうですよね。日本にはボノボはいなかったんですけど、以前、私が
熊本サンクチュアリという京都大学の野生動物研究センターの施設にいた
時に、ボノボの群れが入ってきたんです。チンパンジーが60人っていう施
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設に、初めてボノボが入るということで、ボノボって平和主義だって聞いて
いたんですけど、来てみたら結構（吉岡　結構攻撃的。）はい、結構喧嘩し
てるなとか（笑）。

吉岡　テレビ番組なんかではそれほど強調されなかったけど、ボノボの攻撃
回避が性行動と密接に関わっているという研究がありますよね。たとえばこ
のフランス・ドゥ・ヴァールというオランダ出身の研究者が書いた『道徳性の
起源──ボノボが教えてくれること』（柴田裕之訳、紀伊国屋書店、2014）
など。とても面白いと思って読んだんですよね。ボノボっていうのは、至ると
ころでセックスしたり、マスターベーションしたりしていると。それによって
攻撃を回避する。つまり、チンパンジーだったら喧嘩になるような、緊張の高
まった場面でそういうことをすると。しかもそれを、同性でも子供とでもすると
いうね。ちょっと現代のコンプライアンス的にはいかがなものか、みたいなこ
となんですけども（笑）、そういうことが、暴力を抑制しているんじゃないかと。
これは今でもそう考えられている？

齋藤　そうですね。野生のチンパンジーで違う群れ同士が出会った時は一
触即発になって、強いオスが出てきて攻撃態勢に入り、どっちかがディスプ
レイして力を誇示すると、片方が退くか、喧嘩になるかという感じなんですけ
ど。ボノボの場合は、知らない群れと出会った時に、ハグして、ホカホカっ
て言う性器を擦りつけ合う行動とか性交渉などをして、仲良くなる解決策を
とる。やっぱりそれも豊かな森で餌を取り合う必要がないから、攻撃を回避
する方がお互いにメリットがあるわけですね。そこで喧嘩しても、傷ついたり、
怪我して動けなくなったりするデメリットだけなので。そういう違いも確かに
あります。

吉岡　ボノボでは、なにか描画とか芸術に関わるような行動研究ってあるん
ですか？

齋藤　ボノボは、ボノボのカンジ君っていう。
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吉岡　有名になった子だよね。

齋藤　一時期テレビとかにも出ていて、カンジ君はキーボードを使って人と
お話ができるっていう。キーボードっていっても普通のキーボードじゃなく
て図形文字を使ったものなんですけど、それを組み合わせて、ケーキちょう
だいとか、コップに水を入れてとか。2語文3語文ぐらいの言葉を組み合わせ
て使ったりすることができるとか、人の言葉もかなり理解できるみたいな感じ
で知られていて、動画に上がっているので、見ていただくとわかるかもしれな
いんですけど。

吉岡　つまりキーボードである種のシンボルを並べるから、一種の文みたい
なものができるということですね。

齋藤　そうですね。そのカンジ君にも描いてもらった絵があって。一応タイト
ルが付いてたりするんです。

吉岡　タイトルはカンジ君が付けたんじゃないよね？

齋藤　研究者が「これ何？」って聞いて、それに答えて付けたタイトルはあるん
ですけど。やっぱり絵自体は抽象的なものです。でもたとえば「バード」とか
付いてたりするんですけど、そう言われてみれば見えちゃうっていう人間の目
も。（吉岡　パレイドリア。笑）そう、パレイドリアもあったりして。それと同じ
ことがゴリラのココ、手話ができるゴリラの場合もやっぱり絵に名前を付けた
ものがあったりするんですけど、同じ感じです。

吉岡　象が鼻で筆を持って花の絵を描くというのがありますよね。花だから、
一応具象と言えば具象なんだけれども、でもあれは別に象が花という具体物
を表象して再現してるわけではなくて、鼻で絵筆を持ってある種の動きをす
れば褒美がもらえるみたいな条件付けなんですか？
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齋藤　あれはそうですね。完全に芸として描かされている感じで。隣に象使
いの人がいて、耳を持って指示しているんです。

吉岡　コントロールしてる。

齋藤　右左とか。

吉岡　そんなに細かくコントロールできるんですか？　耳で！？

齋藤　そうなんです。

吉岡　それはそれですごいけど。

齋藤　それはそれですごいんです。毎日何時間もトレーニングしてできるよ
うになりましたっていうことらしいんです。ご褒美として、サトウキビをもらっ
ておぼえるんですよ。映像を見ていたら、象の絵や花の絵を芸として描くこ
とができるゾウさんに、完全に自由に描いていいよっていう場面で描いてる
映像があって、それを見ると全然違うんです。やっぱり（吉岡　抽象的な？）
抽象的な。でも描いてる様子も全然違って、明らかに楽しそうに描くんです
よね、自由な方は。

吉岡　じゃあ作品としてはその方がクオリティが高い？

齋藤　その方がクオリティが高いです。最後の仕上げで鼻で水を吸い上げ
てパシャッってかけたりするので、結構前衛的な……（笑）。

吉岡　それはチンパンジーも、具象か抽象的かは別として、別にご褒美がも
らえるから描くというよりは描くこと自体を楽しんでいるということ？　遊びと
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いうか、楽しいからやっているということですかね？　いわゆるサーカスの動
物に芸を仕込むみたいなのとは違って。

齋藤　そうですね。やっぱり自分が筆を動かすって行為、出力に対して、真っ
白なキャンバスになにか現れるっていう入力がある。しかも、動かし方を変
えると長い線が出てきたり、点々が出てきたり、色が並んだり。自分が世界
を変える感覚みたいな、探索的な遊びの楽しさっていうのが、表現の原点に
あるんじゃないかとは思っています。
　その辺はなぐり描きをしている時期の人の子どもも同じですね。何かを描く
ことにモチベーションがあるんじゃなくて、紙の上で自分が絵筆を動かすこ
とで何か現れてくるという、出力と入力の関係を探索する、その辺りが原点か
なと思っています。

吉岡　さっきの実験で、チンパンジーのイラストに描かせる実験で、チンパン
ジーと人間の描画が分かれてくる直前のあたりで、両方ともすごく面白いこと
をやってる。片目しかない片目の上に重ね書きをするみたいな行動が結構
共通してあったじゃないですか。あの時って、例えば人間の3歳児だったら「こ
のおサルさん目がないよ」とか喋りながら描くから、その時は明らかにそこに
描かれている不完全な図像をサルという概念、サルの顔という概念と認識し
ていることはわかるんですけれども、その前の片目を塗りつぶす段階って何
なのかな。やっぱりそこに目があるっていうことは意識しているから、ある種
の表象性はあるのかな。

齋藤　ある種はあると思います。

吉岡　人間はあると思うけど、（齋藤　人間はね。）チンパンジーはどうなん
ですかね？　最後までないんですかね？（齋藤　そこがね……。）そこがわか
らない。つまり、サルにとっては、そこにサルの顔らしい絵があるということ
は知っているけど描けないだけなのか、それとも、そもそも単なる紙の上の模
様としてしか見えていないのか。
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齋藤　そこはなかなか確かめようがないんですけど。でもイラスト、いわゆる
線画でチンパンジーの仲間の顔の写真をイラストに起こしたものを見せたり
すると、これ誰っていうのをイラストでもわかるので。（吉岡　だから理解し
ている。）ある程度表象は理解はできると思うんですよね。さっきの実験の
場合に、ヒトの子どもで、描かれてある方の目に印をつけていた2歳前半の
お子さんが、「顔」とか「おサルさん」とか言うんです。でも、足りない目は
描かないので、ある程度の「これは何」っていう特徴は理解しているけど、じゃ
あおサルさんだったらあと何が足りないのかっていう、スキーマがまだはっ
きり整理されていないのかなとは思っています。

吉岡　僕は齋藤さんと同じ職場になってから、『モンキー』という雑誌に原
稿を書いたりすることがあるんですよ。犬山のモンキーセンターが出してい
る雑誌で、ほとんどは動物学者の人が短いエッセイを書いているものなんで
すけれども、その連載記事の一つを文明哲学研究所も担当していて、時々書
いてくださいって回ってくるんです。最初に書いた時、僕は動物学者じゃな
いから野生動物そのものについて書くんじゃなくて、人間が想像するところ
の動物についてしか書けない。何にしようかと思ったけど、最初はやっぱり
タヌキかなと思ってタヌキのことを書いたんです。その時に取り上げたトピッ
クが、タヌキの描いた絵なんですね。日本のいくつかのお寺とかに残っているん
ですよ。タヌキが都から来た貴人とか僧侶に化けて、村人の饗応を受ける
のですが、立ち去る時にお礼にと言って絵を残してゆく。たとえば長野県の
泰
やすおかむら

阜村には、こんなのが残っています〔図12〕。これは「白
はくたく

澤」という幻獣を
描いたもののようなのですが、よく見るとヘンテコな描き方です。書もあるん
ですよ。小学校の博物館みたいところに展示されているらしくて、見に行き
たかったのだけど、ちょうどコロナの時で閉館になっていた。
　本当は人間の絵師が描いたのだろうけど、絵も書もわざと変なかき方をし
ているような感じなんです。つまりこれはタヌキが描いたんだということで、
絵師の頭の中にはタヌキのイメージがあったと絵もいます。歌舞伎なんかで、
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人間に化けたキツネが正体を見破
られる場面があるじゃないですか。
それまでは普通の人間の言葉で喋っ
ていたのに、動物の本性に戻ると
変に伸ばしたような独特の抑揚の
喋り方になる。「狐言葉」っていうん
です。言葉は話せるし理解できるけ
れども、人間とは違うっていう特徴
を示さないといけない。これもそん
な絵なんですよね。
　今日の話では、人間に一番近い
はずのチンパンジーですら、具象的
な絵は描けないと。ゾウの場合に
は描いているように見えるけれども、
それは訓練というか、コントロールさ
れているだけである。動物が絵を描
くのは空想の中だけなのかと考える
とガッカリするかもしれないけど、逆
に皆さんが飼っているペットがある

日具象的な絵を描き始めたら、どう考えても怖いですよね。怖いというのは、
人間の領域に踏み込んだ、妖怪化したみたいな認識になるよね。明らかに
そこで、ホモ・サピエンスがそれ以外の動物から分かたれている。シンボル
の知覚、パレイドリア、言語表象によって見ているものの図像をまとめたり、
カテゴリー化したりすることができるという点にある。ただ、それができること
は人類の優れた点だと普通は言われるのですが、僕常に思うのは、我々はそん
なことができるようになって本当に「良かったのか？」ということなんです。

齋藤　そうですね。進化のことを勉強していくとよくわかるのは、進化は何か
ポジティブな変化があると、必ずネガティブな副産物もあることです。だから、

図12　写真提供：泰阜村教育委員会
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どんどん良い方に進むわけではない気がします。人の場合も。
　例えばパレイドリアの能力を手に入れたことは、実は最初にちらっとお話
しした、デッサンがなぜ難しいかということの要因にもなっていたりします。
結局デッサンする時には物が何であるかという認識を一旦壊して、目に入っ
た光の情報をそのまま落とし込まないといけないのに、頭の中でこれは目だ
とか、ここは鼻だとか、意味処理されてしまうので、つい記号的に表してしま
うことが関係しているんじゃないかと思っています。
　あと、言葉で世界を認識するようになったことで、失われたと考えられるも
のに直観像記憶があります。それも霊長類研究所の研究で、チンパンジーが
数字を学習して1、2、3、4、5と画面に並んだ数字の中で、小さい方から大
きい方に順に答えることができる、その能力を使って記憶のテストをした研
究です。1って答えたら、2以降が四角で隠されちゃって、じゃあ2はどこにあっ
たか、3はどこにあったかを記憶を頼りに答えなきゃいけない。それをやるとチン
パンジーはすごく成績がよくて、めちゃくちゃ速く答えることができる。その比
較対象として、京大の大学院生とか、私も挑戦したんですけど、全然だめ。
それはなぜかというと、どうしても人は言葉で世界を認識しちゃうので、1、2、3、
4って一個一個覚えていこうとする、言葉に置きかえてしまうんですけど、チン
パンジーはパッと見たものをそのまま写真のように記憶しているからじゃない
かといわれています。

吉岡　それは、むしろ京大の大学院生なんてかえってダメなはずですよね。
言語能力が平均より高いからね。それだけ余計に言語に邪魔されてしまう。
逆に人間でも、一般に知的障害を持つと言われるような人の中に、サヴァン
というか、文字の意味は知らないのに画像として一瞬で記憶してしまう能力
を持つ人っていますよね。

齋藤　そうですね。でもだいたいそういう方は言葉が苦手だったりするんで
すよね。ちなみにその数字の実験は、藤幡正樹さんがチャレンジして「僕は
勝てる気がする」って言って何回もやっていたという話もあります。
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吉岡　藤幡さんはメディアアーティストだけど美術家だからね。僕も昔、同じ
職場で働いていた美術家の同僚と喋っていてびっくりしたことがあるんです。
彼は「吉岡さんが何年か前に何とかという雑誌に、こんなこと書いてたのが
面白かった」と言うんだよ。僕はよく憶えてくれてるなあと思ってたら「あの
話が載ってるページの下のところにこういう広告があったでしょう」っていうの。
これにはショックを受けた。つまり、その雑誌のページが彼の中では画像と
して入ってるんですよね。すごいなと思った。僕にはできない。僕は情報は
論理的な手続きとか言語的な流れとしてしか記憶ができないんですが、彼
は彼は全く逆なんです。

齋藤　記憶の符号化の仕方には、言語で記憶するのと画像で記憶するのと、
2つあるらしいんですけど、どっちが得意かというのは人によってかなり違う
のは実感しますね。美術系の大学だとやっぱり画像系が得意な人が多いで
すし、私も実はそっちタイプで、言葉が苦手で、言葉で考えるのが難しい。
頭の中でイメージしたことを言葉に変換しないといけないので、人より時間
がかかってしまう感じがあります。

吉岡　テンプル・グランディンっていう有名な自閉症の動物学者がいますよね。
あの人もやっぱり、知能はすごく高いのですが、他人との普通の関わりは難
しい。他人の感情を推論することはできないのだけど、動物の心がわかると
か言われてますよね。それから、何かのきっかけで突然写実的な絵が描ける
ようになる「後天性サヴァン症候群」と言うのもあるらしいですね。僕らは普通、
訓練を受けないと写実的な絵は上手く描けないけれど、事故とか脳卒中で
言語中枢を損傷すると、それまで絵なんか全く習ったことがないのに、急に
描けるようになる。つまり言語という覆いが取れて、世界の視覚的なリアリティ
が見えるようになる、という感じかな。誰でもそういう潜在的なパワーは持っ
ているんだけれども、普通は言葉が蓋をしている。それがたまたまアクシデン
トによって取り除かれることによって表に現れてきた。
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齋藤　そうですね。多分、言語野とかに障害が起こったりすると逆に描ける
ようになったり、その逆のパターンもあったりしますし。脳の機能障害の中で
も、模写はできるけど絵の意味がわからないっていう人とか、逆に意味はわ
かるのに描けないっていう人もいて、やっぱり描くことは、脳の機能、特に言
語的なことを司るあたりと関わりが深そうです。

吉岡　僕も自分がだんだん年取ってくると考えるようになるんですが、普通
は老化によって言語的能力が衰退していくことを心配するじゃないですか。
でももしかしたら、言語的な能力が壊れていくとその反面で、この世界の非
言語的な姿がくっきり見えてくるようになるんじゃないかと思って、すごく楽
しみにしているんです。
　ということでこの辺りでちょっと休憩を挟みましょう。

＊　＊　＊　＊　＊
　

吉冨　それでは時間になりましたので、ここから質疑応答に移りたいと思い
ます。ご質問がある方は挙手でお願いいたします。はい、お願いします。真ん
中の。

質問者A　僕自身、進化に対して興味があって、今回の近年のテーマを面
白く拝聴させていただきました。ありがとうございます。
　齋藤先生が話題に出したボノボが喧嘩を避けるために性交渉をしたとい
うところに関して、結構人間も似たようなことをしているなというふうに思ったん
です。この喧嘩の原因が例えば食べ物とかであったと僕は、勝手なイメージ
をしたんですけれども。結構これって買春なんじゃないかなって思ったんです。
買春って、自分の性を売ってお金なり食べ物を受け取るっていうことなんで
すけど、これって物々交換でもあるんじゃないのかなと思いました。
　我々人間は、物々交換からお金というものを作り出して、やり取りするよう
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になったんですけれども、そのチンパンジーとかもお金という概念を持てるか
どうかという研究って実際にあるのかなとちょっとお聞きしたいんですけど、
どうですか？

齋藤　はい、ありがとうございます。ボノボの売春は実際にそういうこともあっ
て、例えばオスが食べ物を抱えているときに、メスが寄って行ってお尻出し
て性交渉して、食べ物をもらうみたいなこともあったりします。
　お金に関しては、霊長類研究所でされていた実験で、例えば数字を覚え
るとか、漢字と色を結びつけて覚えるとか、コンピュータの課題で正解すると、
普段はリンゴのかけらとかレーズンとかがご褒美として出てくる仕組みでした。
そのご褒美をコインに変えた研究があります。正解するとコインが落ちてくる
ので、そのコインを持って別の場所にある投入口に入れると、自動販売機み
たいにリンゴが出てくる。その仕組みをちゃんと理解して、コインを持って自
動販売機で買うことができるようになったんです。
　で、面白いのは、その中で個性がでて、たくさん正解してコインを貯めて
から行くチンパンジーがいたり、一個一個すぐにコインを食べ物に変えるチン
パンジーがいたり。でも、通貨の交換という概念はある程度理解はできると
いうことかなと思います。

質問者A　はい、ありがとうございます。そのコインに対してチンパンジー同
士で交換とかってあったりするんですか？

齋藤　そうですね、基本、食べ物のやり取りにはシビアなところがあって、私
のものは私のもので、そこに別のチンパンジーが手を伸ばして前にあるリン
ゴを取ったりしたら、一触即発になるところがあります。食べ物の分配もある
ことはあるんですけど、日常的ではないんですね。
　分配があるのは、たまに大きな獲物が取れた時です。チンパンジーは基
本的に果物とか木の葉とかベジタリアンなんですけど、たまに肉を食べるん
ですね。野生の猿とか小動物を捕らえて食べることがあって、そういう時は
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一人で食べきれないこともあって、分配がおこります。積極的にどうぞと分け
る感じじゃないけど、なんとなく近くにいると、おこぼれをもらえるみたいな、
少し大胆に手を伸ばしても許されるぐらいの分配はあります。なので積極的
に何かを交換というのはチンパンジー同士ではあんまりないかなとは思います。
　でも、こんな例はあります。チンパンジーの格子のちょっと先に食べものが
置いてあって、手を伸ばしても届かないけど、何か道具があれば届くってい
う状態の時に、隣にいるチンパンジーの部屋には必要な道具だけがあるとし
ます。そのとき、食べもの側のチンパンジーが何もしなかったら道具を持って
るチンパンジーも何もしてくれないんですが、食べもの側のチンパンジーが
手を出して要求すると、隣のチンパンジーが道具を渡してくれて、食べもの
にありつける。自分の損にならなければ、要求に応じて物を渡すことはあり
ます。

吉岡　道具貸してやったから半分よこせとかないの？

齋藤　ないですけど、だんだんイライラしてくる。なんで、あっちだけがと。
不公平の認識もあるので。
　チンパンジーじゃなくてフサオマキザルですが、海外の研究の映像があり
ます。同じ課題をやって、片方のチンパンジーは、石を渡したらご褒美にキュ
ウリをもらえる。はじめはせっせと石を渡してキュウリもらっていたんですけど、
隣のチンパンジーが同じことをしたらブドウが貰えたんです。で、それを見
ていたキュウリのチンパンジーがだんだんイライラしてきて、しまいにはキュ
ウリを投げつけたんです。

吉岡　キュウリっていうのはそれしかなかったら食べるけど、あんまり魅力が
ない。甘くないから。

齋藤　そういう不公平感みたいなのは、サルでも感じるので、ヒトの場合も、
誰かが自分よりいい思いをしてると嫉妬してしまう感情は結構根深いのかな
と思います。
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吉岡　嫉妬はおサルさんにも基本的にあるんですか？

齋藤　嫉妬はある程度ある気がしますね。

吉岡　性的パートナーとの関係においても、ある？

齋藤　そうですね。ただ、チンパンジーの場合はそもそもが複雄複雌で一夫
一妻のパートナーじゃないので、そこまでは。

吉岡　独占欲はないってこと？

齋藤　人と同じような意味では独占欲はないと思います。でもチンパンジー
同士の関係で、ここの二人が仲良くしてるのが何かむかつくみたいに入って
くることとか、男女関係でないところでも少しあるような気がします。

吉岡　男女関係じゃない、同性の親友で仲良くしていたのに誰かに取られ
たみたいな。

齋藤　そうですね。なんて言うか、例えばチンパンジーが遊ぶとき。レスリン
グみたいなことをしたり、追いかけっこしたりして、楽しそうに遊びます。遊ん
でいる時にはチンパンジーも笑うんですね。人みたいなアハハっていう笑いじゃ
なくて、息を吸ったり吐いたりしながらの発声で、プレイパントと言うんです
けど、それが聞こえてくるとほかのチンパンジーもテンションが高くなる。僕
も遊びたいという気分になるのか、あちこちで遊びが始まったりすることはあ
ります。そのとき、最初ここの二人が遊んでいたけど、別のチンパンジーが入っ
てきて片方と遊び始めてとかはあるんですけど、ただそれほどハブられたみ
たいな感じにもならずに、なんとなくみんな遊び始めるみたいな感じで。

吉岡　他の方どうでしょう。
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質問者B　本日はありがとうございました。先ほどの方の貨幣のお話ともちょっ
と通じるところがあるかなと思うんですが、仲間を弔うという行為、死者を弔
うという行為について今回のお話と関連して。さっき休憩時間中にチャット
GPTに「他者を弔うのは人だけですか？」と聞いたら、「近年の研究では違
います。類人猿や象にも仲間を弔うような仕草が見られるけれども、まだそれ
にどのような意味があるかということは必ずしも明らかになっていないので、
それが弔いかどうかはわからない」というふうなことを教えてくれたんですけ
れども、これが人固有の文化なのか、あるいはそうでないのか、近年の研究
では、あるいは齋藤先生はどのようにお考えになっているかということをお
聞かせください。

齋藤　はい、ありがとうございます。
　多分チャットGPTの答えのチンパンジーも弔いをするっていうのは、チンパン
ジーが子供を産んで死産になった時に、その子がミイラ化するまで抱いてい
たりするっていう話かなと思います。一般的にチンパンジーが亡くなって何
か弔うという行動は聞いたことはないです。その亡くなった子を手放さない
ことには、やっぱり共感的に感じるところがあるんですけども、それが弔いかっ
ていうと、弔いという感情でもないかもしれないっていうのがあって。
　じゃあ弔いって、どういうことか。たとえばネアンデルタール人が遺体と一
緒に花などを埋葬していたという話があります。ただ花に関しては実は花を
食べたネズミがやってきて糞をして、それがたまたま化石化したものじゃな
いかってこともあったりするんですけど。でも穴を開けたり赤く彩色した貝殻
などが一緒に埋葬されていたりするので、ネアンデルタール人にも何か弔い
に近い感情はあったんじゃないかとは思います。
　そもそも弔うっていうのは、亡くなった後のことを考えるっていうことですよ
ね。それは、やっぱり、言葉を持ってから生まれた時間感覚なんじゃないか
なと思っています。分節化した言語と言って、今こうして喋ってるみたいに
単語を並べて文を作るとか、文を並べて文章を作るとか、そういう入れ子構
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造になっている言葉が生まれたことと関係しているんじゃないかと。
　じゃあ、それ以前はどうしてたかというと、文脈ごとに違う音声コミュニケー
ションを使っていたと考えられています。チンパンジーとかでもいろんな種
類の音声コミュニケーションが発達していて、あいさつや危険を知らせる音声、
「移動するよ」とか「美味しい」とか「遊ぼうよ」に相当するようなたくさんの
種類があります。
　でも、そういう音声コミュニケーション、あるいはジェスチャーとかでは表
現できないのが、「いつ」「どこで」「誰が」「何をした」っていうエピソード
です。それは文脈ごとに異なる音声コミュニケーションではできなくて、分節
化した言語が生まれて初めてできるようになった。そこで昨日とか明日とか
の時間感覚が生まれて、未来を想像したり、過去を振り返ったりする想像力
も生まれたのではないかと。
　だから弔うということも、亡くなった後の世界のことまで思ったかはわから
ないですけど、そういう時間感覚があって生まれる行動なのかなと思います。

質問者B　ありがとうございます。つまり、言語を媒介にした時間感覚という
ものが必要だっていうことだと思うんですけど。吉岡先生にお聞きしたいのは、
やっぱり弔いというのは、人間に限って言うと、感情共同体を形成していく
上でとても大事なことですよね。さらに、誰を弔うのか、そして誰を弔わない
のかっていうのは、極めて政治的な問題にもなりますよね。でも吉岡先生は
以前「アートっていうのは基本的に非在のものに向けられているのではないか」
ということが気になっていて、今回のアートする心っていう言葉を聞いた時に、
何かそういう死者と繋がる時間感覚みたいなものも、アートの要件として考え
るべきなのかなとか、そういうことを思い出したんですけれども、どうお考え
ですか？

吉岡　密接に関係していると思っているんです、僕は。弔うというのは、一
つは時間意識ということとすごく関係があって、この瞬間ではない将来とい
うか、それと同時に空間的にもここにいなくなった人がどこかにいるはずだと
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いう感覚ですよね。
　それを一人でじゃなくて集団で共有するのが弔いだと思うから、死産した
赤ちゃんをずっとミイラになっても持っているチンパンジーのお母さんは、気
持ちはわかるんだけれども、個人というか個体の問題という感じがするんで
すよね。
　つまり他のサルにとっては、どうでもいいようなことじゃないかなと思う。
弔いはそれを何らかの共同体によって共有することが必要だと思います。だ
から人間の場合、たとえ一人でお墓参りをするときだって、本当は一人で行っ
てるんじゃないと思うんですよ。自分と同じような思いを特定の死者に対し
て持っている、現実にそこにはいないけれども、他の人々と一緒にやってい
るから弔いという行為が成立するんだと思います。その、時間的・空間的に今・
ここにはないものに対する想像力を集団で共有する弔いという行為が、芸術
の基盤になっているということは、全くその通りだと思いますね。

質問者B　ありがとうございました。

吉冨　他に挙げてらっしゃる方。

質問者C　さっきのご質問の続きかなと思って挙げてみたんですけれども。
集団の中でのお話の中で、符号化って何種類かあるみたいなものが出てき
てたと思うんです。言語概念によって捉えるという符号化の仕方、こっちも
それ、それこそ自然言語になってくると思うんですけれども、もう一方でイメー
ジで符号化するみたいなパターンもある。
　で、この符号化というのは一人単体で成り立つわけではなく、吉岡先生が
おっしゃっていたみたいに、集団の中で符号化して、それで共有するという
のを単位にするんだと思うんです。で、アートというのは符号化というのと繋
がっているみたいな話だと、そのアートというのはいろんな形の符号化を提
案していくみたいなものだというストーリーはあり得ると思うんです。
　そこでちょっと問い返してみたいんですけれども、今日の最初のご発表の
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中で、アートの始まるきっかけみたいなパレイドリアのことを紹介してくださっ
ていました。ただ、あれは見立てができるように。つまり言葉のようなものを
獲得して概念を獲得し、それで見立てができるようになって、パレイドリア。
で洞窟の中、でこぼこ、バイソンみたいだなと思って絵を描くようになったと
いうストーリーで、それ自体はとてもわかりやすい話だったんですけれども、
このパレイドリアの話以外に、何かアートのきっかけになっているんじゃない
のかみたいなことがあったら教えてほしいです。
　それで多様な符号化を提案するアートみたいな話の見通しが持ちやすくな
るかなと思ったわけです。

齋藤　ありがとうございます。アートのきっかけになる進化の出来事はいろ
いろあると思うんですけど、さっき、ちらっとお話した遊び心が一つあると思うん
ですね。
　ほとんどの哺乳類が子ども期には遊ぶんですけど、大人になると遊ばなく
なる。それは子ども期にいろんな遊びをすることで、社会性や身体能力を学
習していると考えられていて、大人になると、すでに学習済みだからむしろ
無駄なことに余分なエネルギーを費やすことになってしまう。でも人間の場
合は大人になっても遊ぶ。じつはチンパンジーは大人でもちょっと遊びますが、
その遊び心が発揮される場面の一つが、道具使用です。
　野生のチンパンジーでも結構いろんな種類の道具使用が知られていて、
例えば棒を蟻の穴に突っ込んで蟻を釣って食べるとか、葉っぱをたたんで
水の中に入れてスポンジみたいにして水を飲むとか、石でナッツを割って中
身を食べるとか、結構高度な道具使用も知られています。でも例えばそのナッ
ツ割りをするチンパンジーも、すぐにできるわけではないんですよね。台石が
あって、その上にナッツを置いて、ハンマーがわりの石で適切な角度で割ら
ないと割れないので、習得に3、4年かかるんですよ。でも子供の頃から周り
の大人がやってるのを見て、何度も何度も試行錯誤します。失敗してもやり
続けるのは、やっぱり遊び心があるからではないかと。こうしたらちょっとう
まくいった、次はこうしてみようと試す、それこそ、出力と入力の関係性を探
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索していくことに快を感じること、つまり遊び心が必要なんじゃないかなと思っ
ています。
　実際、人が道具を作るのは、絵を描き始めたりするより結構前に始まるん
ですね。石器をつくり出すのはホモ・ハビリスの時代で、260万年ぐらい前か
らずっと石器を作りつづけて、絵を描き出したのは4万年ぐらい前から。もの
作りの方が長くやっているんです。最初の石器は、偶然、石を割った時に鋭
い部分ができて、それを使っていたんですけど、それがだんだん洗練された
機能的な形を作るようになって、さらに一時期出てくるのが無駄に美しくて
大きい石器です。別にそこまでしなくても使えるのに、綺麗な左右対称だっ
たり、明らかに片手で持てない大きさの石器が出てきます。そこには多分、
作りたいから作ったという遊び心があるんじゃないか。そういう気持ちもアー
トに関わってるんじゃないかなと思ってます。
　符号化に関しては、アートは符号化していくことではなくて、むしろ今、符
号化されているもの、記号的に分類されているものや、枠組み、これはこうい
うものですっていう固定観念みたいなものを壊すことの方がアートじゃない
かと私は感じています。

吉冨　はい。ご質問のある方いらっしゃいますでしょうか？　後ろの方、お願
いします。

質問者D　お話を伺い、ありがとうございました。先ほどの方がおっしゃって
いたパレイドリアの話にも通じるかなんです。講義の途中で生物が進化など
によって良い形質を得た場合は、必ず副作用という悪い面もあるとおっしゃっ
ていたと思うんですが、ちょっと気になることがあって。科研でちょっといろ
いろ論文を漁っていたんですけれども、それによると10年ぐらい前の研究で、
人間以外に統合失調症が見られないという話が出てきたんですよね。
　統合失調症といっても、幻覚とか幻聴とか。だから岩の形が、例えばバイ
ソンか何かに見えるとか、風の音が人の声に聞こえるだとか、それこそ亡くなっ
た方が近くにいるような気がするとか、何かそういうことだと思うんですけれ
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ども。仮にアートというのが人間固有の形質だとするのだったら、何でしょう？　
これだって関係があるのかなと。人間以外の霊長類にそういった幻覚を見
ているらしい行動とかっていうのを見られるのかなというのが少し気になりま
して、伺った次第でございます。

齋藤　はい、ありがとうございます。人間以外の霊長類の幻覚、そうですね
熱が出た時とかにこう手を振り回してたりするのが、もしかして虫が見えてる
のかな？　とかそういうことはあるかな。でもちょっと確かめようがないところ
はありますね。

吉岡　夢は見るの？

齋藤　ほ乳類は一般的に夢を見ていることがわかっています。ただ夢ってそ
もそも記憶の整理なんで、今までの記憶を脳の中でリハーサルしていて、そ
の中から有益な情報を整理したり検証したりしているらしいんですよね。そ
のとき、この記憶と、この記憶をくっ付けたら、さらに有益な情報が得られる
のか、みたいなことまで脳の中でシミュレーションしているという話もあります。
だから夢は哺乳類全般にあるんですけど、ランダムに再生される記憶を、目
覚めた時に、物語として捉えるのはヒトだけだと思うんですね。
　それもやっぱり言語を持ったことによってエピソード記憶を持ったから物
語にできるんですね。いつ、どこで、誰が何をしたという風に情報を整理する。
だから頭の中で起こった走馬灯のような断片的な記憶を並べて、こんな夢
を見たっていう体験として整理することができる。だから、哺乳類でも寝て
いる間に記憶の再生や整理はしているけど、本当の意味の夢を見ているのは、
人だけかもしれません。

吉岡　語れないとね。自分の見た夢でも、朝。脳の中で起こっている情報処
理のプロセスそのものの生データは、必ずしも物語構造を持ってないから、
それを物語に変換するという作業をしないと夢って成立しない。
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齋藤　そうですね。

吉岡　でも、その生データの処理は、ある程度以上の動物はみんな持ってい
るということですね。

齋藤　そうです。あと人の場合は、アボリジニーのドリームタイムとか夢のお
告げもそうですが、結構いろんな文化で夢を見ることを大切にしています。
多分、言葉を持ってから、物語のような夢を見るようになり、夢からいろんな
ことを創造したり、神話が生まれたりしたんじゃないかなと思います。

吉岡　今のご質問でもパレイドリアが話題になっているけど。パレイドリアっ
ていうのは、例えば動物でも何かを暗闇の中で敵と見間違えて恐がったり逃
げたり、そういう行動を起こすということはあるけども、それはパレイドリアじゃ
ないですね。動物の場合だったら、それが見間違いだったとわかった瞬間
に恐怖は消えると思うんだけれども、人間って見間違いだとわかってても気
持ち悪い、怖いというのが残るから厄介なんですよ。それがパレイドリアだと
思います。枯れ木の影がお化けじゃないってわかっているんだけれども、ど
うしてもそう見えてしまう。

齋藤　そうですね。まさにそうだと思います。動物でもいろんなものを認識す
る時に、結構単純なシグナルでものを見分けているので、一見パレイドリアっ
ぽい見間違いっていうのはたくさん起こります。でも人の場合は、例えば岩
を見て、神様みたいな形だとか人みたいな形だとか思う時は、岩だというこ
とがわかっていながら、見方を変えて符号を変えて見ているということが違
うかなと思います。さらにそこから色んな想像や物語が生まれますし。

吉岡　それがまた我々の苦悩の源でもあるんですよね。一回そう見えてしま
うと、もう逃れられない。心霊写真みたいなもんですね。気がつかない時に
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は平気で見ていたのに、何かランダムな模様の中に顔が見えてしまうと、も
う次からそれしか見えない……。

吉冨　次で最後の質問になろうかと思うのですが、どなたかいらっしゃいま
すでしょうか？

質問者E　このお話、すごい面白くて、今ちょっと緊張していて、全然文脈の
ずれている質問じゃないといいんですけど。
　他のチンパンジーと比べて弱そうな個体だから、こうアート的なものを作り
出しているような現象みたいなのってどこかに見受けられたりしますか？　と
いうのは、さっき統合失調症っていうのが出てきたんですけど、私、今、統
合失調症とか発達障害とかがあるメンバーの子たち、同世代ぐらいの子たち
が働いているところにちょっと関わっているんですけれども。やっぱりみんな、
いわゆる言葉が上手な人たちとか、競争に強そうな人たちとかから、学生時
代とか中高生の時とかに、やっぱりいじめとかを受けたり、何かあいつ変だ
とはみ出されて、何か一人の時間を得て、それで音楽を作ったり、一人ぼっ
ちの時間に絵を自発的になぜか描きだしたりとかするっていう経験があると
いうふうに聞いていて。なので、何か今の話をいろいろ聞いていると、ちょっ
と質問をしてみたいなと思ったんですが。

齋藤　ありがとうございます。そうですね。チンパンジーの中でも結構性格に
よる違いもあって、アイは結構現実主義というかクールなところがあるので、
シュシュッと描いたら終わりってなるんですけど。色ごとに塗り分けていたパン
は、穏やかでマイペースなタイプで、結構ずっと描いていたりします。
　またチンパンジーは基本的に群れで行動するんですけど、アジアに住むオ
ランウータンは同じ大型類人猿でも、基本的に単独行動をしている時間が長
いんですね。緩やかな群れはあるんですけど、普段は一人一人で森の中に
いるか、親子ぐらいのユニットで動いていて。だから結構一人時間が得意と
いうところがあります。以前、上野動物園と多摩動物園で暮らしていたオラン
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ウータンのモリーさんは毎日絵を描いていました。自分の居室の中に専用
のクレヨンが入ったバケツが置いてあって、夕方になると飼育員の方が夕ご
はんと共に画用紙の差し入れをすると、人が見てる前ではごはんを食べるら
しいんですが、そのあと夜な夜な絵を描いて、次の日の朝に仕上がっている。

吉岡　すごいな。

齋藤　1,000枚とか結構な数が残っています。前に大型類人猿の絵画展と
いうのをしたときに展示したことがあるんですけど、すごく優しい感じのクレヨン
のタッチで、いい絵でしたね。なので、そうした性格的なものが反映されると
ころはあるかもしれないですね。

吉冨　短くて質問とかあれば。

質問者F　すみません。すごい基本的なこと聞くんですけど、チンパンジーで
放っておいても絵を描くのかっていうのと、楽しんでるかなというのと。それ
はさっきお答えになったように、ずっと描いてる子は多分ひょっとしたら楽しん
でいるのかなとお聞きしましたけど。
　それと人間って発達障害の人が絵を描くのもあるけど、芸大で周りを見ると、
ちっちゃい時に絵を描くのがとても好きだった子がめっちゃ楽しんでたとか、
だからやっぱり芸大へ行こうみたいな感じで来たっていう素直な人結構多いん
ですよね。だけど芸大に来たら言葉でガンガン出して描けなくなっちゃうんで、
そういうのも含めてちょっとどう思われるかというのを、まず最初の方の話でチン
パンジーは楽しんでるのかなと。

齋藤　食べもののご褒美がなくても描く、ということは、描きたくなければ描
かなくてもいいのに描いているということなので、描きたいというモチベーション
がなにかしらある、何か楽しんでいるのだろうなと思います。最近「チンパン
ジー、ピカソに絵を学ぼう」っていうワークショップをしていて、チンパンジー
になりきって絵を描くという。
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吉岡　どうやって？（笑）

齋藤　チンパンジーだから具象的なものは描いちゃいけないんです。何かを
描こうと考える前に、手を動かして線が現れることの気持ちよさを思い出し
て欲しいので、まずチンパンジーになりきって絵を描いて。で、そこから役割
をピカソに変えてもらってって、ピカソの描いてる映像とかも見せながら、人
間なのでパレイドリアをはたらかせて、さっきチンパンジーだったときに描い
た絵の中に何かに見える所を探して、そこに描き足したりしてくださいと。で
もピカソなので、一回描き足したところをどんどん壊していって、という。

吉岡　ピカソでないといけないのか。今の質問と関係するんだけど、さっき
の動画で人間が絵筆を渡してあげてたじゃない。あれは、絵を描いて遊ぶ
時間ですよ、みたいなサインに見えるんだけど。

齋藤　そうですね。あの時は完全にそういう設定ですね。

吉岡　でも何にもしてないのにチンパンジーの方から、「ねえねえ、またあれ
やろうよ」みたいなのはあるの？

齋藤　それはチンパンジーには表現しにくいんです。「あれ」っていうことは
言葉的な表現なので。でもさっきのモリーさんのケースでは、描きたい時に
描いていました。

吉岡　そこに道具があるだけで。

齋藤　道具と画用紙があれば描こうかって。また以前、チンパンジーの遊び
の実験をしていた時があって、色んなものをただ置いておいて、それでどう
遊ぶかみたいな実験だったんですけど、実はその時に、絵を描いた経験の
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あるチンパンジーが絵を描く「ふり」のような遊びをしたことがあります。カレン
ダーの古紙を広げてから、その上で100均のブラシをこする動作をして。さ
らに近くにあった小さい容器を引き寄せて、そのなかにブラシを突っ込んで、
絵の具を付ける時みたいにちょんちょんとつけてから描くという複雑な動作
でした。それは完全に自発的に出てきた行動なので、チンパンジーにインタ
ビューはできないですけど、やはり何か楽しいと感じてるのだと思っています。

吉冨　それでは時間が来てしまいましたので、対談をこちらで終えたいと思
います。齋藤先生、吉岡先生、ありがとうございました。（拍手）

2024年9月14日（土）　於：京都市立芸術大学 講義室12
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